
９月10日の「ドングリsカフェ」は、会場

を「グルッポふじとう」に移し、環境省カウン

セラーの篠田陽作氏が、「ワクワクする高森山

の里山づくり」と題し、講演を行った。参加者

は、満席に近い43人と関心の高さをうかがわ

せていた＝写真。

篠田氏は講演で、①何故、里山が大事なのか。

里山では多くの生き物が住みやすく、食物連鎖

として、生き物が繋がるようになる②こういう

森にしたいというイメージを明確にし、少なく

とも10年ぐらいの短長期的な目標を決める。

木を切ることだけを喜ぶようになっては駄目。

それには、残すべき樹木草等を育てる専門的知

識も必要なので、野外学習や里山アドバイザー

養成講座等への参加が必要③後継者づくりは、

将来を見越して幼児、小学生が大事。参加者に

親子・子供・孫を引っ張り込む。また、地域全

体（町内会自治会・子供会・商店街・消防団等）

を巻き込んで活動を理解してもらう。勝手な行

動は慎み、良好な関係をつくる。④楽しい企画

を盛り込む。人と人が繫がる飲み会等を定期的

に催し交流をはかる、などを強調。講話後、た

くさんの質疑応答があり、里山づくりの重要性

や奥が深いことを改めて感じた。（堀内 泰）

８月２０日の「どんぐりｓカフェ」は、「リ

フォーム詐欺工事に注意」と題し、欠陥住宅被

害東海ネット事務局長の水谷大太郎弁護士が講

演を行った。

講演では最近の実例を紹介しながら、①耐震

だとか、床下が湿気ている、瓦に隙間がある、

割れているなどと誘い、役に立たない工事を繰

り返し進める。特徴は、当人が詐欺にあってい

ることに気が付かないこと、１ケづつの工事契

約は数十万から百万円ぐらいで、年に1回など

繰り返し工事契約させる。②柱だとか、筋違い

を解体するなど、構造的なことを全く考えない、

施工担当者が無知なるが上の破壊的「リフォー

ム工事」を行う、など悪質化していると解説。

対策としては、クーリングオフなどの制度が

あるが、手慣れている詐欺会社は、その制度を

使わせないような説明を行っている。そのため、

少しでもおかしいと感じたら、建築専門家に相

談するのが良い。「どんぐりｓ」でも受付てい

るので、気軽に相談してほい。とにかく、最悪、

詐欺にあったら、建築専門家や、弁護士に相談

することがベスト。

参加者の中にも、「私も引っかかった」とい

う感想もあった。ニュータウンも数十年たった

住宅が多くなっており、居住者も高齢になって

いる。そういう意味で、知らないうちに、詐欺

のカモにならないように、専門家に気軽に相談

することが大事だと感じた。 （片山 繁行）
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８，９月の「どんぐりｓカフェ」

里山づくり、地域を巻き込んで

リフォーム詐欺工事悪質化、気軽に専門家に相談を



「高蔵寺どんぐりｓ」の部会、「活き活き楽

農会」のイノシシ被害は今年、かってないほど

甚大である。玉野地区の楽農会の畑に7月末～8

月中旬にかけて襲来があり、会員が丹精込めて

育てたスイカ、メロン、サツマイモ、カボチャ、

トウモロコシ、トマト等、甘いものは、手当た

りしだい食われた。よく鼻が効くのか収穫寸前

の野菜を襲われるので、ショックは大きい。腹

は立つが、スイカ等の食痕を見ると皮だけを上

手に残し、きれいに平らげるのには、妙に感心

する。３回以上、続けてやられると立ち直るの

は簡単でない。化繊のネットを張ってあるのだ

が、侵入箇所をみると、川側や隣畑との境目等

何カ所も大きな穴を開け、食い破っており、大

物が入ったようだ。

相談の上、高さ１ｍの鉄筋の金柵（ワイアメッ

シュ）を設置することにした。費用が約7万円

もかかるので、農園管轄の玉野町農用地利用改

善組合を窓口にして、春日井市農政課の獣害対

策助成制度を申請することにした。事前に市職

員に現場で被害状況を認識してもらい、獣害用

物品助成を申請し、支給された。

早速、8月24日に会員が集合して、3時間か

け川側に約40m、西隣畑との境界側に約30m

の金柵を設置した＝写真。その後、イノシシが

侵入しなくなり一安心である。玉野ふるさと農

園利用者として、毎年定期的に一斉清掃等を行

い、信頼関係が厚かったことが迅速な対応に繫

がったと思える。今回、このまま被害が続くよ

うだと、楽農会存亡の危機に繫がりかねず、会

員がひとつにまとまり、難局を乗り越えること

ができたと感じている。 （堀内 泰）

●電話または直接面接会場にお越しください
☎080-5297-8956（長谷川）

面接相談会日;９月17日（土）10月15日（土）
（いずれも13：30～16：00）
会 場；東部ほっとステーション

（サンマルシェ南館1階）

日 時；９月25日（日）、10月23日（日）
（いずれも13：30～17：０0）
会 場；東部ほっとステーション
参加費；無料

連絡先；☎090-6330-4393(浪川）

里山に進化を想うとき

いきなり「進化」という大きな題目をあげ

てしまいましたが、身近な高森山ですら、と

いうより身近な里山だからこそ見えてくるこ

とや感じるところがあります。

私はいつも小さなコンパクトカメラを持ち

歩きます。最近のレンズ設計は非常に優れて

いて超近接撮影ができます。撮影するのはもっ

ぱら草花、昆虫といったありふれたものです

が、超近接撮影では非常に繊細な構造を見る

ことができます。ただ眺めていたときとは違

う世界が見えてきます。例えば、「毛」です。

「羽根」も含めてですが。これは動植物に共

通しています。植物で言えば、「綿毛」など

にあたります。葉に毛の生えている植物もた

くさんあります。蝶や蛾の体はとんでもなく

毛だらけで、まるで熊のようです。蕾や種子

の綿毛は、それこそ鳥の綿毛並みの滞空能力

や保温能力を持っています。一体、何時から

毛を持つようになったのでしょう。

毛や羽根の成分は蛋白質のケラチン、植物

では糖のセルロースと構成成分は違っても、

同様の鎖状構造を基に環境に適応して同じ形

態を作りあげました。進化の収斂ですね。

【おまけ】優れた飛行能力を持つハチの頑強

な胸部にある飛翔筋、この筋肉の主要な構成

成分はヒトのレンズ蛋白と同じ種類のもので

す。なぜ、こんなことが起こったのでしよう

か！？ （稲熊 裕）

私の朝・昼・晩

楽農会の畑にイノシシ被害

金柵の「長城」で防衛

すまい困りごと無料相談

ハート・ほっと・ルーム


